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要約： 近年の地球温暖化防止の機運を受けて、生徒の中にも節電、節水やレジ袋を断る活動が見

られる。一方で、新しい学習指導要領では、技術科においてエネルギー変換に関する技術が再編さ

れ必修化された。そこで本報では、製作するランプシェードに用いる白熱電球、電球型蛍光灯とLED
電球の比較実験等の体験と単元終了時のふりかえり活動を通して、地球温暖化防止活動に対する意

識や実践状況の変化を学習プリント、アンケートやテストから調査した。その結果、約３割の生徒

に省エネ機器の選択について改善が見られたが、省エネ活動等の実践への波及効果は少なかった。

実験等の体験活動と比較してふりかえり活動の省エネ電球選択率の方が 2.4 倍高いことから、温暖

化防止活動を向上させるためには、ふりかえり活動の充実が必要であることが分かった。 
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要約：  2011 年 3 月 11 日の東日本大震災、その後の福島第一原子力発電所の事故という大きな出

来事を経験した。震災後、テレビや新聞等で、原子力発電や新エネルギー等のエネルギー関連の情

報が大量に飛び交った。計画停電等、生活スタイルの見直しが求められた地方もあった。これらの

経験は、エネルギー関連事項に対する我々の認識に影響を及ぼしたと考えられる。著者らは、三重

県内の大学生(教育学部)を対象に、2009年度にエネルギー関連事項に関する認識調査を行った。今

回(2012年度)、同じ大学で、同じ質問紙を用いた調査を実施し、東日本大震災前後の認識を比較し

た。発電方法ごとの発電時の二酸化炭素排出の有無、発電方法ごとの燃料、一日の発電量・電源構

成比率、自然放射線、原子力発電の賛否、新エネルギーに関する知識、エネルギー教育に関する意

識について比較した結果、そのすべてで、学生の認識は変化していない、あるいは、小さな変化に



とどまっていることを明らかにした。今回対象とされた学生は、震災後、テレビや新聞からの大量

の情報にふれたはずである。しかし、大震災、節電、計画停電等を実際に経験したわけではない。

調査結果から、情報にふれるだけでは、知識の向上や意識の変化は起こりにくいということができ

る。大学での講義等でエネルギーに関わる内容を扱う際、情報を提供するだけではなく、その情報

を自ら主体的に考える場面を位置づける必要がある。 
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要約： 本稿の目的は、呼称と４つの範囲に焦点をあてて「エネルギー環境教育」を定義することにより、

実践や研究の共通認識形成に資することである。エネルギー環境教育は、「エネルギー問題中心型」「環境

問題中心型」「関連型」「和集合型」の４つの範囲に類型される。範囲が異なれば教育の内容や目標も異な

るため、定義も異なることになる。そこで、４つの範囲についてそれぞれ定義を行った。「エネルギー問題

中心型」は、エネルギーの理解ならびにエネルギーの利用に伴って生じる問題の解決のために、個人かつ集

団で責任ある行動をする人間を育成する教育であり、「環境問題中心型」は、環境の理解ならびに環境問題

の解決のために、個人かつ集団で責任ある行動をする人間を育成する教育であり、「関連型」は、エネルギ

ーの利用に起因する環境問題を解決するために、個人かつ集団で責任ある行動をする人間を育成する教育で

あり、「和集合型」は、「エネルギー問題中心型」と「環境問題中心型」の両方を併せ持つものであり、こ

れら４つはいずれも持続可能な開発のための教育の一領域であると定義した。これにより、今まで確定され

なかったエネルギー環境教育を、範囲別に定義することができた。「範囲の４類型」と実践の関係で課題が

残った。
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要約： 本研究では、中学校技術科の学習内容である「エネルギー変換に関する技術」やその学習

項目である「エネルギー変換に関する技術の適切な評価・活用」についてSTS 教育との関連性を検

討するために、中学校技術科の検定教科書の「エネルギー変換に関する技術」の記載内容について

分析をすることとした。 
検定教科書の「エネルギー変換に関する技術」の学習内容は、科学的内容、技術的内容、社会的内



容が網羅した内容構成がされており、科学的内容、技術的内容、社会的内容の 3つの内容を有機的

に関連させて、総合的に取り扱うことのできる可能性が示唆された。 
また、STS 教育の関連性が高い「エネルギー変換に関する技術の適切な評価・活用」の学習項目で

は、検定教科書内において最終章に配置されており、基礎的・基本的事項を習得してから、設定さ

れている社会的問題に対して多様な視点で整理・検討できる内容配置がなされていたため、STS 教

育の学習展開に適していると考えられた。 
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要約： 手回し発電機、コンデンサー、LEDおよびモーターを効果的に利用して動いて光る教材を開

発した。この教材の特徴は、1)電池の代わりにコンデンサーを利用し、充電には原則として手回し

発電機を利用する、2)コンデンサーと並列に振動モーターと自己点滅LEDを接続することによって、

同時に二つの負荷に電気エネルギーを供給できる、3)その結果、コンデンサーの放電によって振動

モーターを動かすと同時に自己点滅 LED から光を発することができる、4)回路にはスライドスイッ

チを利用した。このスライドスイッチを磁石で開閉するリードスイッチに交換することによって、

より回路とスイッチへの興味が喚起できる。 
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